
第6回流域治水シンポジウム
しがの流域治水 －水害・土砂災害に強い地域づくりを目指して

平成24年12月23日（日）

パネルディスカッション「リスク情報の活用により水害・土砂災害からいかに命を守るか」話題提供

湖北圏域，甲賀圏域
水害・土砂災害に強い地域づくり
協議会での活動と今後の展開

京都大学 防災研究所
畑山 満則
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ソフト対策ハード対策

ハード対策とソフト対策

計画段階で設計仕様を決める際に
必ずどの程度まで対応できるかを決める

相反するものではない

互いを補い合う関係

設計仕様を超えるような
自然現象が起こった場合

計画が実現するまでの間は
設計仕様を超えなくても
安全ではない

ハードができれば
ソフトは不要？

すべてはソフトで
対応できる？
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水害・土砂災害に強い地域づくり協議会
～協議会の活動概要～

 河川、湖沼、水路等で、万一はん濫が生じた場合にも、適切に対応し、はん
濫被害を最小化できる地域社会づくりを目指す。

 市・県（・国）が協働し、必要な調査検討を行い、地域特性に応じた適応策を
実施する。

 検討項目は各市町担当者から
提案（アンケート調査等による）

3

地域 開始年月 参加市町

琵琶湖湖南流域 平成16年08月 大津市・草津市・守山市・栗東市・野洲市

湖北圏域 平成19年06月 長浜市・米原市

東近江流域 平成20年11月 近江八幡市・東近江市・日野町・竜王町

甲賀圏域 平成23年03月 甲賀市・湖南市



○Concern Analysis（地域の皆さんの関心事は何か？）
行政の関心事と地元の皆さんの関心事は違う場合が多い（安全と安心の違い）
どのような関心事があるのかをまず共有することが重要
その上で，実現の難しさも考慮して，どのような順番で対応していくかを考える
成果は関心事の整理と取り決めのプライオリティ（Scoping）

どのようなことに注意して進めるべきか？

○Stakeholder（誰と話を進めるべきか？）
県と市町に専門家と呼ばれる人を入れて進めても実効性のある計画にはならない。
地元の方々との話し合いの中で取り決めを作っていくことが重要
行政，専門家，地元住民のそれぞれができることを担うという姿勢作り

安全：ある基準（科学的根拠に基づくものがほとんど）が設定され，それが満たされること．
（辞書レベル）危険がないこと、被害（有形・無形を問わず）を受ける可能性がないことである。

安心：基準は個人によりばらばらで根拠がなかったり，非科学的なものも多い
（辞書レベル）気にかかることがない、心が落ちついている状態のこと。
もともとは仏教の言葉で、仏法によって心に迷いが無くなった境地のことを指す。

安全・安心と並べた場合（単独の場合は，双方の考えを含んでいることが多い）
「安全」は客観的だが、「安心」は主観的である。
そのため、「安全だけど安心できない」「安全ではないけど安心してしまう」という状況が成立し得る
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米原市村居田地区の場合

県は，当初，姉川からの浸水（外水氾濫）を想定し，
その避難を題材として話を進めようとしていた

地域内を流れる出川からの出水（内水氾濫）の方が
地元の人々の関心が高いことが分かった。
姉川が氾濫するシナリオにおいて，それ以前に内水氾濫が
指摘されていることもあり，焦点を内水氾濫と避難に。

新潟県三条
市の様子

決壊した五
十嵐川堤防

出川への設置イメージ

姉川 市道橋
（昨年度設置）

簡易量水標
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甲賀市多羅尾地区の場合

避難先としてゴルフ場を考える
住民がゴルフ場に逃げるという
避難計画を作ればいいと考えていた

まず小学校に逃げる
→ 昭和28年水害で小学校を避難所に

できるように様々な工夫がなされている

小学校には自由に入れるの？
→小学校を開けることができないことが分かった
→小学校の鍵を地域でも管理できるように現在調整中

小学校からさらにゴルフ場への避難計画を検討
車での避難なども考慮

• 多羅尾地区は、どこへ逃げても危ないということを認識して行動していただきたい。

• 実際、ゴルフ場が災害時に経営できなくなり、避難所として提供された事例もある
ことから、避難所として提供されることは可能と思われる。

http://www.pref.shiga.jp/h/ryuiki/koukasuigaikyou/files/HPgijiroku.pdf

第2回甲賀圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会にて

しかし，地域の人々とのお話をすると…
ゴルフ場
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マップは，まだ単なるOutput（結果）であってOutcome（成果）ではない

マップができたことに対して満足し，安心してしまっていないか？

「こんなことすらできていなかった以前と比べれば，．．．」

これをもとに地域内でコミュニケーションを続けて，
• 実効性のある計画
• 柔軟性のある行動イメージ
を作ることが大切

長浜市大井町の事例
（この次の話題提供で）

次のステップへ向けて
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